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るままに体験を試みたら、遠隔地で講演する
社長のアバターが出現、その後スーパーマー
ケットの店内を動画で見ることができた。担
当者は、「組織や拠点を超え、仮想空間を活
用する横断チームによる新事業創出プロジ
ェクトに利用して欲しい」と語っていた。
「5G」のコーナーでは、建設機械の自律運
転システムの実演が行われた。システムの要
は、デプスカメラ、3Dレーザースキャナー、
低遅延性に優れた5Gネットワーク、NEC
の適応予測制御技術である。
　「NEC Value Chain Innovation」のステ
ージでは、「AIを活用する倉庫の要員リソー
スの最適化」「需給最適化による食品ロスの
削減」「IoTプラットフォームとAIソリュー
ション」などのプレゼンテーションが行われ
ていた。「Value Chain Innovation」の底流
には、AIソリューションを導入していこう
という戦略が働いているように見受けられ
た。
　「NEC Safer Cities」のステージでは、「ス
マート街路灯」「データの利活用によるまち
づくり」「人とサービスをつなぐ街のコンシ
ェルジュ」「道路劣化AI診断」など、社会で
人々が豊かに暮らすための数々の提案を行
っていた。会場に設置された「スマート街路
灯」の構成は、5Gアンテナ、LED照明、小
型カメラ、スピーカー、縦長のディスプレイ
であった。

　「未来体験ゾー
ン」では、「できた
らすごい」をキャ
ッチフレーズに掲
げて、「虹彩認証」
のデモと、「空飛ぶ
クルマ」「量子コン
ピュータ」の展示
が行われた。
　NECは、すでに
顔認証を実現して

　今月は、NECグループが開催した「C&C
ユーザーフォーラム＆ iEXPO2019 」と
日立グループが行った「Social Innovation 
Forum 2019 Tokyo」についてレポートす
る。

「NEC C&Cユーザーフォーラム＆「NEC C&Cユーザーフォーラム＆
iEXPO2019 」iEXPO2019 」

　「Digital Inclusion ～デジタルのチカラ
で、ひとりひとりが輝く社会へ～ 」をテー
マに掲げたNECグループの恒例のイベント
は、11月7日、8日に東京国際フォーラム
で開催された。今年の展示会場は、「社会・
産業・生活を変革する先進デジタルプラット
フォーム」「NEC Value Chain Innovation」
「NEC Safer Cities」「未来体験ゾーン」の
4つのステージで構成され非常に見応えが
あった。
　「社会・産業・生活を変革する先進デジタ
ルプラットフォーム」のステージでは、「宙
（そら）への挑戦」「VR空間の活用」「5G」
が関心を呼んでいた。
　「宙（そら）への挑戦」のコーナーでは、「は
やぶさ2」「ASNARO-2」「Bepi Colombo」
の3つのプロジェクトが紹介された。
2014年12月に打ち上げられた「はやぶ

さ2」は、2018年6月に小惑星「リュウ
グウ」に到着した。その後、衝突装置を分離
して人口クレーターにタッチダウンするこ
とに成功している。説明員によれば、「今年
11月か12月にリュウグウを離れ、2020
年中に地球に帰還する予定」という。会場に
は、「はやぶさ2」の実物大モデルが展示さ
れ、クレーターの臨場感のある様子も示され
ていた。
　「ASNARO-2」は、高性能小型Xバンド
レーダー衛星である。2018年1月に打ち
上げられ、衛星で撮影したたくさんの貴重な
画像がすでに提供されている。
　「BepiColombo」は、ESA（欧州宇宙機
関）の「Mercury Planetary Orbiter」と日
本のJAXAの「Mercury Magnetospheric 
Orbiter」で構成される国際水星探査プロジ
ェクトで、共に2018年10月に打ち上げ
られている。説明員によれば、「水星にたど
り着くための膨大なエネルギーを補うため
に、9回の惑星スイングバイを行い7年後
の2025年末に水星の周回軌道に投入でき
る予定」とのことであった。
　「VR空間の活用」のコーナーでは、最新の
HTC製「VIVE Focus One」ヘッドセット
を装着して、遠隔地間で空間を共有したり現
場を観察したりするデモが行われた。促され

「NEC C&Cユーザーフォーラム＆
iEXPO2019 」
「日立Social Innovation Forum 
2019 Tokyo」

写真1　NECは、「はやぶさ2」の実物大
モデルを展示して来場者の注目を集めた。

写真2　VRを活用して組織や拠点を超え
る横断チームを創出することで新規事業
を発掘する体験が人気を呼んだ。

写真3　「5G」のコーナーでは、建設機械の自律運転シ
ステムの実演が行われた。
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いるが、さらにマスクをしたり帽子を被った
りしていても認証が可能な「虹彩認証」の開
発を進めている。また、顔認証の場合は、カ
メラ前で止まり目の位置をカメラに合わせ
る必要があるが、虹彩認証は、歩きながらで
も可能になるという。今回ブースでは、セキ
ュリティゲートでいかにスムーズな入退場
ができるかの実演が行われた。
　「空飛ぶクルマ」は、移動革命の実現に向
けて試作中の製品で「現在、機体間の通信技
術や地上との管理基盤などを開発中」とのこ
とであった。
　「量子コンピュータ」のコーナーには、次
世代デジタルプラットフォームとして注目
を集めている「超電導量子アニーリングマシ
ン」のモックアップが展示された。説明員は、
「AISTとNEDOの委託業務を受けて鋭意開
発中で、2023年ごろには圧倒的な性能を
持つマシンを市場に出す」と意気込んでいた。

「日立Social Innovation Forum 「日立Social Innovation Forum 
2019 Tokyo」2019 Tokyo」

　「Powering Good、世界を輝かせよう」を
テーマに掲げた日立グループのイベントは、
10月17日、18日に東京国際フォーラム
で開催された。今回の展示会場は、「Energy」
「Digital Innovation」「Mobility」「Industry」
「Life」など7つのカテゴリーで構成されて
いた。
　「Energy」のカテゴリーでは、「ジオラマ
とアイパッドによるAR（拡張現実）」のデ
モが目玉であった。ジオラマにはマーカーが
6カ所配置されており、これにアイパッドを
かざすと日立の統合的なエネルギーマネジ
メントのコンセプト、発電出力シミュレーシ
ョン、ソーラーパネルの遠隔チェック、風力
発電の予兆診断などのデータや文字が拡張
空間に表示されてよく理解ができるように
なっていた。

　「Digital Innovation」カテゴリーの注
目は、「VR空間に広がるソースコードに
潜入体験」と「PBI（Public Biometric 
Infrastructure）を活用した指静脈認証」
であった。勧められるままに台湾の「HTC 
VIVE」ヘッドセットを装着して「VR空間
に広がるソースコード」への潜入体験に挑
んでみたら、近未来のプログラミング環境
が仮想空間に出現し、複雑なモジュールや
関数が繋がるソースコードの中を探索する
ことができた。コードの提供者を聞いて見
た ら「Apache Software Foundation の
Tomcatを可視化したもの」との回答であ
った。
　「PBIを活用した指静脈認証」は、高精度
で使いやすい生体認証方式として指静脈パ
ターンに着目して開発が行われている。説
明員は、「偽造や改ざんが困難ということで、
すでに多くの自治体、大学、病院などで使わ
れている」と語っていた。
　「Mobility」のカテゴリーでは、「融雪装置
付き車側カメラシステム」「透明ディスプレ
イ」「ウェアラブルグラスソリューション」
が関心を呼んだ。
　「融雪装置付き車側カメラシステム」は、目
立たないように車両に装着され「すでに運行
上の安心・安全に役立てている」という。
客車の窓に見立て
て展示された「透明
ディスプレイ」は、
AGC社のガラスサ
イネージ「インフォ
ベール」を使ってい
た。担当者は、「目
的地や到着駅など
の情報を知らせる
車内案内表示とし
て役立てたい」と語
っていた。
「ウェアラブルグラ

☆http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。

スソリューション」のコーナーでは、エプ
ソンのBT-300/350、とリアルウェアーの
HTM-1を使うデモが行われ、「作業現場と
管理者が情報を共有し、ワークスタイルの変
革ができる」とアピールしていた。
　「Industry」のカテゴリーでは、クボタと
協創した「GPS位置情報ソリューション」
を紹介した。「ICHIDAS」と名付けられた位
置検出速度ユニットは、今回、精度2セン
チと1センチの2種が展示され「農業機械
の自動運転、自動搬送車、フォークリフトの
導線解析などに役立つ」と説明していた。
　「Life」のカテゴリーでは、「空のイノベー
ションを加速する」をキャッチフレーズに
掲げて、日立ドローンソリューションのPR
が行われた。ドローンは、EAMS Robotics
社製で、日立は物流、インフラ点検、災害・
警備などの面での利活用ソリューションを
ワンストップで提供している。また、小型レ
ーダやカメラによる侵入者を監視するドロ
ーン検知ソリューションも提供していると
いう。
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写真4　日立は、ジオラマをめぐるアイパッドによ
るAR体験で、同社のエネルギー分野の社会貢献を
アピールした。

写真5　日立は、クボタと協創したGPS位置情報
ソリューションを熱心に売り込んでいた。

写真6　空のイノベーションを加速する日立ドロー
ンソリューションも関心を呼んだ。


